
令和８年度障害児相談担当者連絡会 情報提供

群馬県教育委員会事務局  特別支援教育課

共生社会の実現に向けた
特別支援教育のこれまでとこれから



本日の流れ
１ はじめに
２ 特別支援教育を巡る国の動向
３ 学びの場の決定について
４ 特別支援教育の現状
５ 次期学習指導要領に向けて
６ 県が目指す「インクルーシブな教育」
７ おわりに 

＜ 参考資料 ＞
■「障害のある子供の教育支援の手引～子供たち一人一人の教育的ニーズを踏まえた学びの充実に向けて～」

文部科学省 初等中等教育局 特別支援教育課 R3.6
■「「令和の日本型学校教育」の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引き出す，個別最適な学びと，協働的な学びの実現～

（答申）（中教審第228号）」文部科学省 中央教育審議会 R3.1.26
■「中央教育審議会教育課程企画特別部会における論点整理」文部科学省 中央教育審議会 R7.9.25 等

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/tokubetu/material/1340250_00001.htm
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/079/sonota/1412985_00002.htm
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https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/004/gaiyou/mext_00010.html
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/004/gaiyou/mext_00010.html


１ はじめに



２ 特別支援教育を巡る国の動向



① 障害者の権利に関する条約・・・・・署名（Ｈ１９）

② 障害者基本法・・・・・・・・・・・改正（Ｈ２３）

③ 中央教育審議会・・・・・・・・・・答申（Ｈ２４）

④ 障害者差別解消法・・・・・・・・・成立（Ｈ２５）

⑤ 学校教育法施行令・・・・・・・・・改正（Ｈ２５）

⑥ 障害者の権利に関する条約・・・・・批准（Ｈ２６）

⑦ インクルーシブ教育システム構築・・開始（Ｈ２６）

⑧ 学習指導要領・・・・・・・・・・・Ｈ２９・４告示

⑨ 中央教育審議会※・・・・・・・・・答申（R３）

⑩ 国連からの改善勧告・・・・・・・・（R４）

※ 「令和の日本型学校教育」の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引き出す,個別最適な学びと,協同的な学びの実現～(答申)

２ 特別支援教育を巡る国の動向 



① 障害者の権利に関する条約（署名） H19

第24条 教育

１ 締約国は、教育についての障害者の権利を認める。締約国は、この権利を

差別なしに、かつ、機会の均等を基礎として実現するため、障害者を包容する

あらゆる段階の教育制度及び生涯学習を確保する。

２ 特別支援教育を巡る国の動向 



② 障害者基本法（改正） H23

第16条第1項

国及び地方公共団体は、障害者が、その年齢及び能力に応じ、かつ、その特

性を踏まえた十分な教育が受けられるようにするため、可能な限り障害者であ

る児童及び生徒が障害者でない児童及び生徒とともに教育を受けられるよう配

慮しつつ、教育の内容及び方法の改善及び充実を図る等必要な施策を講じなけ

ればならない。

第16条第4項

国及び地方公共団体は、障害者の教育に関し、調査及び研究並びに人材の確

保及び資質の向上、適切な教材等の提供、学校施設の整備その他の環境の整備

を促進しなければならない。

１ 特別支援教育を巡る国の動向 ２ 特別支援教育を巡る国の動向 



③ 中央教育審議会 H24

インクルーシブ教育システムとは・・・

⚫ 障害のある者と障害のない者が共に学ぶ仕組み

⚫ 障害のある者が教育制度一般から排除されない

⚫ 自己の生活する地域において初等中等教育の機会が与えられる

⚫ 個人に必要な「合理的配慮」が提供される

１ 特別支援教育を巡る国の動向 ２ 特別支援教育を巡る国の動向 



２ 特別支援教育を巡る国の動向 



２ 特別支援教育を巡る国の動向 

引用： 「中央教育審議会教育課程企画特別部会における論点整理」文部科学省 中央教育審議会 R7.9.25 一部改変
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２ 特別支援教育を巡る国の動向 

引用： 「中央教育審議会教育課程企画特別部会における論点整理」文部科学省 中央教育審議会 R7.9.25 一部改変

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/004/gaiyou/mext_00010.html
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/004/gaiyou/mext_00010.html


２ 特別支援教育を巡る国の動向 

引用：リーフレット「令和6年4月1日から合理的配慮の提供が義務化されました」内閣府 一部改変



特別支援学級及び通級による指導の適切な運用について

特別支援学級に在籍する児童生
徒は、原則として週の授業時数の
半分以上を特別支援学級で指導受
けること

半分以上を通常の学級で過ごし
ている児童生徒については、通常
の学級への在籍変更（通級による
指導への移行など）を検討

２ 特別支援教育を巡る国の動向 



引用：「合理的配慮事例集」群馬県教育委員会特別支援教育課 R6.9

２ 特別支援教育を巡る国の動向 



３ 学びの場の決定について



⑤ 学校教育法施行令（一部改正） H25

⚫ 就学基準に該当する障害のある児童生徒等は原則特別支援学校に

就学するという従来の仕組みを改め，障害の状態等を踏まえた総

合的な観点から就学先を決定する仕組みへの改正

⚫ 障害の状態等の変化を踏まえた転学に関する規定の整備

⚫ 視覚障害者等である児童生徒等の区域外就学に関する規定の整備

⚫ 保護者及び専門家からの意見聴取の機会の拡大

１ 特別支援教育を巡る国の動向 ３ 学びの場の決定について



１ 特別支援教育を巡る国の動向 ３ 学びの場の決定について【改正前】



３ 学びの場の決定について【改正後】



⚫ 障害のある子どもは、特別支援学校に就学する。

⚫ 小中学校の特別支援学級等に就学する場合には、例外として対応。

小・中学校等 特別支援
学校

１ 特別支援教育を巡る国の動向 

⑤ 学校教育法施行令改正前 障害のあるなしで分けていた【措置】

【すべての子どものうち】学校教育法施行令22条の３に

例外として認められた「認定就学者」

３ 学びの場の決定について

該当しない 該当する障害のない子 障害のある子



小・中学校等

特別支援学校

１ 特別支援教育を巡る国の動向 

⑤ 学校教育法施行令改正後 すべての子どもは地域の子という前提

「認定特別支援学校就学者」

３ 学びの場の決定について

⚫ 全ての子どもが地域の小・中学校等に就学する。

⚫ ２２条の３に該当する子どもは、特別支援学校を選ぶことができる。

すべての子ども



３ー２ 「２２条の３」とは 

５障害の種類と程度を示しています



３ー３ 多様な学びの場 

引用：「通常の学級に
在籍する学校教育法施
行令第２２条の３の 障
害の程度に該当する児
童生徒の現状について
」文部科学省 R4.12

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/tokubetu/material/1340250_00001.htm


⚫ 連続性のある多様な学びの場

自宅・病院における訪問学級

特別支援学校

特別支援学級

通級による指導

専門的スタッフを配置して通常の学級

専門家等の助言を受けながら通常の学級

ほとんどの問題を通常の学級で対応（基礎的環境整備）

特別支援学校

小・中学校等

【重要】各段階は、一般的には一足飛びすることは考えづらい

３－３ 多様な学びの場 



具体例

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

第１段階 ２２条の３に該当するか否かを判断する

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

• 特別支援学校
• 特別支援学級
• 通常学級で支援を受けながら

通級による指導
• 通常学級

• 特別支援学級
• 通常学級で支援を受けながら

通級による指導
• 通常学級

第２段階 総合的に判断して学びの場を決定する

該当 非該当

３ー４ 就学先決定までの手順 

判断に迷う
場合は事前
協議



４ 特別支援教育の現状



４ 特別支援教育の現状



子供の教育的ニーズ
から出発

特別支援教育は
全ての学びの場で実施されるもの

４ 特別支援教育の現状



４ 特別支援教育の現状



４ 特別支援教育の現状
⚫ 文科省 資料より



４ 特別支援教育の現状
⚫ 文科省 資料より



⚫ 文科省 資料より

４ 特別支援教育の現状



⚫ 文科省 資料より

230,405人

４ 特別支援教育の現状



４ 特別支援教育の現状

⚫ 文科省 資料より



４ 特別支援教育の現状
⚫ 文科省 資料より



４０人学級に３．５人、
３５人学級に３人程度、
学習面又は行動面で著しい困
難を示す児童生徒がいること
になる。

通常の学級における学習面又は行動面で著しい困難を示
す児童生徒の在籍率（小中学校）

通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする
児童生徒に関する調査結果(令和4年 文部科学省)より

８.８％

４ 特別支援教育の現状



中央教育審議会

⚫ 障害のある者と障害のない者が共に学ぶ仕組み

⚫ 障害のある者が教育制度一般から排除されない

⚫ 自己の生活する地域において初等中等教育の機会が与えられる

⚫ 個人に必要な「合理的配慮」が提供される

「共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育システム
構築のための特別支援教育の推進」

４ 特別支援教育の現状



「全ての国民が障害の有無によって分け隔てられることなく、
相互に人格と個性を尊重し合いながら共生する社会」

＜内閣府「令和６年度障害者白書」＞

共生社会とは

共生社会の形成に向けて、障害者の権利に関する条約に
基づくインクルーシブ教育システムの理念が重要であり
、その構築のため、特別支援教育を着実に進めていく必
要がある

４ 特別支援教育の現状



これらを両輪として、インクルーシブ教育システム
の実現に向けて、特別支援教育を推進

障害のある子供と
障害のない子供が
可能な限り共に過
ごすための条件整
備

一人一人の教育的
ニーズに応じた連続
性のある多様な学び
の場の整備

４ 特別支援教育の現状



合理的配慮

障害のある子供が、ほかの
子供と平等に教育を受けら
れるように、学校が必要かつ
適当な変更・調整を行うこと
であり、均衡を失した又は過
度の負担を課さないもの

基礎的環境整備

「合理的配慮」の基礎とな
るものであって、障害のある
子供に対する支援について、
法令に基づき又は財政措置
により行う教育環境の整備
のこと

個々の障害
に応じて対応
するもの

個々ではな
く全体に関
わるもの

中央教育審議会
「共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育システム
構築のための特別支援教育の推進」

４ 特別支援教育の現状



５ 次期学習指導要領に向けて



５ 次期学習指導要領等に向けて
※次期学習指導要領等に向けた審議まとめ（素案）
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５ 次期学習指導要領等に向けて
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５ 次期学習指導要領等に向けて
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５ 次期学習指導要領等に向けて
※次期学習指導要領等に向けた審議まとめ（素案）



６ 県が目指す「インクルーシブな教育」



学校における児童生徒の状況 文部科学省作成資料より

６ 県が目指す「インクルーシブな教育」について



背景

• 人口減少・少子化

• 独自の発想や視点に価
値がおかれる社会構造
の変化

• コロナ禍後における
様々なライフスタイル

• 共働き等世帯の増加

• 世帯間の所得額の差が
広がっている

現状

•子どもの多様な個性や
特性、背景に視点があ
てられている

•通級・特別支援学級児
童生徒増加

•長期間学校へ通えてい
ない児童生徒増加

•外国籍児童生徒増加

•移住してくる世帯も増
加

•それら子どもたちに共
通する困難さとして
「情報収集伝達コミュ
ニケーション」や「移
動(モビリティ)」など
がある。

課題

•多様な子どもへの基礎
的な環境整備の不足

•一人一人に応じた支
援・配慮の不足

•正解主義や同調性への
過度な偏り

•特異な才能のある子ど
もの把握

•すべての学校が、多様
な子どもたちにとって、
公正な社会基盤となっ
ていないのではないか
という懸念

•すべての子どもたちが、
それぞれに応じた活躍
の場が必要

目指すべき姿

• すべての子どもたち一
人一人が多様であると
いう考え方

• 多様なことは豊かであ
るという感じ方

• 多様性を包摂

• 多様性を個人及び学校
の力に変える

• 個性や特性、背景を踏
まえた対応という意味
での公正性の拡大

• 個性が輝くインクルー
シブな教育を目指す

「インクルーブな教育・学校」(多様性の包摂)の必要性学校における児童生徒の多様性を包摂する必要性

•国連総会で採択された「持続可能な開発のための2030アジェンダ」では、「すべての人々への包摂

的（inclusive）かつ公正な質の高い教育を提供し、生涯学習の機会を促進する。」とある

６ 県が目指す「インクルーシブな教育」について



すべての県民が、誰一人取り

残されることがない社会

【新・群馬県総合計画】

自ら思い描く人生を生き幸福

を実感できる社会

【新・群馬県総合計画】

自分で考えて、自分で決めて、

自分で動き出す

【群馬県教育ビジョン】

多様性を尊重し、協働する力

の育成

【群馬県教育ビジョン】

全ての子どもの学びを支援す

る取組の充実

【群馬県教育ビジョン】

エージェンシーを発揮する

(自律した学習者)

【群馬県教育ビジョン】

非認知能力の評価・育成

【群馬モデルへ】

多様な学びへの支援の充実

【つなぐん・つなサポ】

【県立夜間中学校】

専門家による支援体制の充実

【小中高サポート】

【専門家派遣】

通級による指導の充実

(巡回型・高校通級)

【特別支援教育推進計画】

強度行動障害の研究

(自閉症教育含む)

医療的ケアの充実

【特別支援教育推進計画】

心理的安全性のあるインク

ルーシブな環境づくり

【学校教育の指針】

⚫ 群馬県には、歴史的・文化的に多様性を包摂し、その豊かさを実感できる土壌があるのではないか

「群馬ならではのインクルーシブな教育・学校」に向けた土壌

６ 県が目指す「インクルーシブな教育」について



障害、外国ルーツ、

長期間学校へ通えていない、

貧困、性差など

多様な背景のある

すべての子どもたちの個性

が輝く教育

モデル校（R6～）【上陽小】

⚫ 障害の有無から
多様性の包摂へ拡大

⚫ 校内支援ルーム
(YUMEルーム)

⚫ 伊勢崎特別支援学校
との交流および共同学習

群馬県の目指す「インクルーシブな学校」に向けて(調査)

海外調査（R6,R7）【スウェーデン】

⚫ 多様性の包摂
⚫ フレックスルーム
⚫ 特別支援学校が隣接
⚫ 専門家との連携

有識者会議（R6～）

⚫ 子どもたちはそもそも多様な個性をもっている。多様性は豊かなものである。
⚫ インクルーシブな教育は、障害の有無のみならず、多様な背景のある子を包摂
【国連2030アジェンダ 「全ての人々への包括的かつ公正な質の高い教育を提供」】

Y

U

M

E

ル

ー
ム

教
室

上陽小
特別支援学校

フ
レ
ッ
ク

ス
ル
ー
ム

教
室

小中学
校

特別支援学
校

健康チーム
（専門家）

「多様性の包摂」へ
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群馬県が目指す「インクルーシブな学校」について

「すべての子どもたちの多様性を包摂する(インクルーシブな)

環境の構成」を実現し、個性が輝く学校

～ 子どもたちが選ぶ学び方・学ぶ場所、子どもたちへの必要な支援 ～

インクルーシブな学校とは

⚫ 多様な子供たち（障害、外国ルーツ、不登校、貧困、性差等）

を含むすべての子どもたちを包摂して支援できる仕組みを学校

に取り入れる。

⚫ 教育以外の専門家（臨床心理士、作業療法士等）と連携しなが

ら、具体的な支援を行う仕組みを学校に取り入れる。

６ 県が目指す「インクルーシブな教育」について



土
台

１
階

２
階

• インクルーシブな教育(多様性の包摂)への理解啓発
• 教員研修
• 特支校との交流及び共同学習

• 児童生徒の多様性を包摂する学び（インクルーシブな授業）

• 心理的安全性のあるインクルーシブな環境

• 学校として編成する教育課程の柔軟化（調整授業時数）

• 通常の学級に在籍しながら包括的なパッケージとして支援

• 地域の事情等に合わせて組み合わせた支援

障害
(通級指導)

外国ルーツ
(日本語指導)

長期間学校に
通えない

• 学級として編成し、

個々の児童生徒の支援

特別支援学級
（小中のみ）

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
学
校

※ 特定分野の特異な才能があるなどを含
む

群馬県の目指す「インクルーシブな学校」のイメージ

・インクルーシブな環境の構成
・柔軟にカリキュラムを調整
・柔軟で連続性のある学びの場の調整
・児童生徒の意思決定への支援
・特支校との交流及び共同学習の調整

・臨床心理士、作業療法士、言語聴覚
士、ソーシャルワーカー 等

※教育以外の専門家が早期にチーム学校と
して学校全体を支援

校内フレックスセンター

早期からの専門家支援

学校全体

特支校センター的機能との連携

６ 県が目指す「インクルーシブな教育」について



⚫ 通常学級に在籍している障害のある児童生徒に対して、生活

上の困難を克服するための指導を、取り出して行う。

⚫ 基本的に授業時間中に行う（自校・巡回）

通級指導

⚫ 母語の力を活用しながら日本語で各教科を学ぶ「資質・能力

育成のための新たな日本語指導」（仮称）を校内で推進する。

⚫ 翻訳ツールの活用と、特別の教育課程の作成を支援する。

日本語指導

⚫ 主な機能

心理的安全性のあるインクルーシブな環境づくり

⚫ 居場所づくりと、資質・能力の向上に繋がる指導の内容や方

法について、担任や校内教育支援センター等と連携する。

⚫ オンライン学習支援と、学習支援計画等の作成を支援する。

• すべての子どもたちの居場所として、必要な支
援を包括的に調整してパッケージ支援を行う

• 柔軟にカリキュラムをマネジメントして、基礎
的な環境の構成を図る

• 児童生徒の意思決定への支援を行う
• 必要に応じて、特別支援学校の専門アドバイ

ザーや、特別支援教育課の外部専門家派遣事業
を利用して助言をうける

• 特支校と小中校の交流及び共同学習の調整する

長期間学校に通えない子への支援

校内フレックスセンター

（※特定分野の特異な才能があることへの支援などを含む）

校内フレックスセンターの機能イメージ

６ 県が目指す「インクルーシブな教育」について



群馬県の目指す「インクルーシブな教育」のイメージ

インクルーシブな教育

すべての

子どもたち

【多様性】

インクルーシブな学校
(小・中・高など)

【子どもたちの多様性を包摂】

特別支援学校
【インクルーシブな学校を支える】

県・市町村教育委員会
【インクルーシブな教育を推進】

就学前施設、
大学企業等
進路先

県民・地域
等の理解医療・保

健・福祉・
療育機関

地域等の
支援機関

「インクルーシブな教育」を推進 CSにおける
学校運営
協議会

保護者等

県・市町村
の行政機関

• 多職種連携
• 就学前・学校卒業時

の接続など切れ目な
い支援

• 本人・保護者等への
支援

インクルーシブ
な社会（地域）

６ 県が目指す「インクルーシブな教育」について



「インクルーシブな学校」の全県展開について

展開モデル
(５地域想定)

モデル校 上陽小

【新規】モデル校 高崎桜山小

柔軟な教育課程編成に関する研究

R7年
度

R8年
度

R9年
度

R10年度

動画【新規】
イベント【継続】

⚫ 全県展開のロードマップ

有識者会議【継続】
先進地調査【継続】

６ 県が目指す「インクルーシブな教育」について



７ おわりに
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